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私たちは、長崎県老人クラブ連合会の活動を応援しています

地
域
へ
Ｐ
Ｒ「
老
人
ク
ラ
ブ
の
魅
力
」

会
長

　内
田

　政
信

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
新
し
い
年
を
お
健
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ

ま
す
。

昨
年
は
、
第
56
回
長
崎
県
老
人

ク
ラ
ブ
大
会
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、

規
模
を
縮
小
し
な
が
ら
、
2
年
ぶ

り
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご

理
解
に
厚
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

今
年
も
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
に

と
っ
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
に

制
約
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、

人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防

止
に
配
慮
し
た
活
動
を
推
進
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
老
人
ク
ラ
ブ
は
、

人
生
百
年
時
代
の
到
来
が
想
定
さ

れ
て
い
る
中
、
地
域
の
担
い
手
と

し
て
活
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
地
域
で
の
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
を
知
ら
な
い
高
齢

者
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
を
地
域
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
多
く

の
人
に
老
人
ク
ラ
ブ
の
魅
力
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
地
域
で
頼
り

に
さ
れ
る
老
人
ク
ラ
ブ
を
目
指
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

一
方
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
が
、
私
た
ち
仲
間
で

あ
る
会
員
の
減
少
で
あ
り
ま
す
。

地
域
で
の
活
動
を
多
く
の
高
齢

者
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
か

ら
も
引
き
続
き
、
役
員
だ
け
で
な

く
、
若
手
・
女
性
会
員
、
す
べ
て

の
会
員
お
一
人
お
ひ
と
り
が
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
、
総
力
を
あ
げ
て
、

仲
間
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。最

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
支

援
ご
指
導
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
行
政
当
局
並
び
に
関
係
団
体
に

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、

会
員
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝

と
ご
発
展
を
祈
念
申
し
あ
げ
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

会
長
新
年
あ
い
さ
つ

令和４年度の主な行事予定

◆第19回長崎県ねんりんピック
　5月14日（土）　（主日程）

◆県老連理事会
　6月１日（水）

◆県老連評議員会
　6月17日（金）

◆市町老連事務局長等会議
　6月24日（金）【長崎市】

◆九州ブロック老人クラブリーダー研修会
　7月7日（木）～8日（金）【長崎県】

◆高齢者相互支援事業研修会
　7月・8月【長崎市・島原市・平戸市・対馬市】

◆市町老連女性リーダー研修会
　8月24日（水）～25日（木）【島原市】

◆市町老連若手リーダー研修会
　9月7日（水）～8日（木）【島原市】

◆県老連理事会
　9月14日（水）

◆健康づくりリーダー養成講習会
　10月【大村市・五島市・雲仙市・川棚町】

◆第57回長崎県老人クラブ大会
　11月１日（火）【諫早市】

◆全老連創立60周年記念｢全国老人クラブ大会｣
　11月8日（火）【東京都】

◆第34回全国健康福祉祭
　神奈川・横浜・川崎・相模原大会 地域文化伝承館
　11月12日（土）～15日（火）【神奈川県】

◆県老連理事会
　令和5年3月3日（金）

◆県老連評議員会
　令和5年3月16日（木）
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私たちは、長崎県老人クラブ連合会の活動を応援しています

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

県
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か

に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、「
東

京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
に
本
県
ゆ
か
り

の
15
名
の
選
手
が
出
場
さ
れ
、
2

つ
の
金
メ
ダ
ル
と
3
つ
の
銀
メ

ダ
ル
を
獲
得
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の

輝
か
し
い
活
躍
は
、
私
た
ち
県
民

に
大
き
な
夢
と
感
動
を
与
え
ま
し

た
。
ま
た
昨
年
は
、
長
崎
県
が
誕

生
し
て
か
ら
１
５
０
周
年
の
記
念

の
年
で
あ
り
、
様
々
な
事
業
を
通

じ
て
、
県
民
の
皆
さ
ま
と
改
め
て

本
県
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
と
も

に
、
こ
れ
か
ら
変
わ
り
ゆ
く
「
ま

ち
」
の
姿
と
明
る
い
未
来
を
共
有

す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
8
月
に
は
、
全
国
的
に

記
録
的
な
大
雨
と
な
り
、
県
内
で

も
5
名
の
方
が
お
亡
く
な
り
に
な

る
な
ど
、
一
昨
年
に
引
き
続
き
、

防
災
の
大
切
さ
を
感
じ
た
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
き
ま
し

て
は
、
全
国
的
に
感
染
が
拡
大
す

る
中
、
本
県
に
お
い
て
も
ま
ん
延

防
止
等
重
点
措
置
の
適
用
を
受
け

る
な
ど
、
危
機
的
な
状
況
に
陥
っ

た
こ
と
か
ら
、
様
々
な
感
染
拡
大

防
止
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、

医
療
提
供
体
制
や
検
査
体
制
の
強

化
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進
な
ど

の
対
策
に
全
力
を
注
い
で
ま
い
り

ま
し
た
。

特
に
、
県
民
生
活
や
社
会
活
動

の
制
限
緩
和
と
地
域
経
済
の
活
性

化
に
向
け
て
は
、
皆
さ
ま
が
安
心

し
て
県
内
の
飲
食
店
を
利
用
で
き

る
よ
う
「
な
が
さ
き
コ
ロ
ナ
対
策

飲
食
店
認
証
制
度
」
の
普
及
拡
大

に
努
め
る
と
と
も
に
、
安
全
・
安

心
に
旅
行
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

や
、
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

未
だ
感
染
収
束
は
見
通
せ
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
今
後
の

地
域
間
競
争
に
遅
れ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策

と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
収
束
後
を
見

据
え
た
情
報
発
信
の
ほ
か
、
国
際

航
空
路
線
や
ク
ル
ー
ズ
船
の
早
期

運
航
再
開
に
向
け
た
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
に
も
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

新
し
い
働
き
方
、
暮
ら
し
方
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
リ
モ
ー
ト
ワ

ー
ク
・
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
も
、
受
入
環
境
づ
く
り
や
都
市

部
企
業
等
と
の
関
係
づ
く
り
が
大

切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
秋
に
は
、
い
よ

い
よ
長
年
の
悲
願
で
あ
り
ま
す

西
九
州
新
幹
線
（
長
崎
〜
武
雄

温
泉
）
が
開
業
い
た
し
ま
す
。

新
幹
線
の
開
業
は
、
交
流
人
口

の
拡
大
を
は
じ
め
、
地
域
の
振

興
や
産
業
の
振
興
な
ど
、
本
県

に
と
っ
て
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で

あ
り
、
開
業
ま
で
の
残
さ
れ
た

期
間
、
さ
ら
に
市
町
や
経
済
団

体
等
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

官
民
一
体
と
な
っ
て
開
業
効
果

を
最
大
限
に
高
め
ら
れ
る
よ
う
、

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｒ
誘
致

に
つ
い
て
は
、
本
年
4
月
期
限

の
区
域
認
定
申
請
に
向
け
、
設

置
運
営
事
業
予
定
者
と
と
も
に

準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
今

後
と
も
、
九
州
・
長
崎
Ｉ
Ｒ
の

実
現
に
は
、
九
州
各
県
や
経
済

団
体
な
ど
と
、
連
携
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
県
庁
舎
跡
地
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
本
年
3
月
ま
で
に
基

本
構
想
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
そ
の
後
、
広
場
な
ど

を
仮
整
備
し
、
そ
の
利
用
状
況
を

検
証
し
な
が
ら
段
階
的
に
整
備
を

進
め
、
本
県
に
活
力
を
も
た
ら
す

よ
う
な
、
歴
史
を
活
か
し
た
賑
わ

い
の
空
間
や
、
交
流
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
場
の
創
出
を
目
指
す
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
来
る
令
和
7
年
度

に
は
、「
国
民
文
化
祭
、
全
国
障

害
者
芸
術
・
文
化
祭
」
を
本
県
で

開
催
す
る
こ
と
が
内
定
し
て
お
り

ま
す
。
同
大
会
の
開
催
を
通
じ
、

地
域
の
特
色
あ
る
文
化
芸
術
活
動

を
活
発
化
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、

本
県
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る

こ
と
で
、
観
光
振
興
や
ま
ち
づ
く

り
な
ど
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
産
業
分
野

に
お
い
て
は
、
5
Ｇ
関
連
や
自
動

運
転
技
術
等
の
進
展
に
よ
り
、
世

界
的
に
半
導
体
需
要
が
拡
大
す
る

中
、
本
県
へ
の
誘
致
企
業
に
よ
る

新
工
場
の
更
な
る
拡
張
や
、
新
た

な
投
資
計
画
に
よ
り
、
数
百
名
規

模
の
雇
用
の
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま

す
。こ

の
よ
う
に
、
本
県
が
迎
え
る

大
き
な
変
革
の
時
期
を
チ
ャ
ン
ス

と
し
て
捉
え
、
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
げ
る
施
策
へ
の
取
組
、
そ
し

て
新
た
な
時
代
を
生
き
抜
い
て
い

く
、
力
強
い
長
崎
県
づ
く
り
が
始

ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と

り
ま
し
て
、
素
晴
ら
し
い
年
と
な

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

長
崎
県
知
事

　中
村

　法
道

知
事
新
年
あ
い
さ
つ
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私たちは、長崎県老人クラブ連合会の活動を応援しています

　令和3年11月10日（水）諫早文化会館において、第56回長崎県老人クラブ大会を開催しました。
新型コロナウイルスの感染防止に配慮して、規模と時間を縮小しての開催で、県下各地から約300名
の会員の参加がありました。
瀧口副会長による開会のことばで開幕し、開会挨拶の中で内田会長は、多くの仲間を増やし、地域

で頼りにされる、魅力ある老人クラブになることが重要でありますが、大きな課題となっているのが
会員の減少であり、会員一人ひとりがそれぞれの立場で引き続き会員増強運動に取り組んでいただく
よう呼びかけました。
次に、老人クラブ功労者等への会長表彰、被表彰者代表として諫早市老連高橋慶信様の謝辞、最後に、

坂本副会長が大会宣言（案）を朗読し、満場の拍手で採択され
ました。
式典の後、「人生100年時代をよりよく生きるー高齢者の

社会参加の意味と新型コロナウイルス感染症予防を通してー」
と題して、長崎県立大学看護栄養学部看護学科長教授の河口
朝子先生のご講演があり、地域で頼りにされる、魅力ある老
人クラブになることを目指している私たちにとって、大変有
意義なお話で、参考になりました。
最後に、加藤理事の閉会のことばで大会は閉幕しました。

わたしたち老人クラブ会員は、長年にわたり「健康・友愛・奉仕」の全国三大運動に取り組み、クラブ
活動を通して高齢者同士の支え合いを深め、地域の方々をはじめあらゆる世代と手を携え、地域の担い手
として、みんなが安心して暮らせる地域づくりをめざし活動を展開してきました。
　しかしながら、私たちが住む地域においても、「つながり」「支え合い」ということが希薄になり、高齢
者の孤立化や特殊詐欺被害などさまざまな課題に直面しています。さらに、新型コロナウイルス感染拡大
の影響により、外出機会や人との交流が減少しています。
　一方、組織をあげて、会員一人ひとりがこれまで会員増強運動に取り組んできましたが、老人クラブ活
動の基盤となる会員数・クラブ数の減少に歯止めがかからず、非常に厳しい状況が続いています。
　わたしたちは、「のばそう！健康寿命、担おう！地域づくりを」のメインテーマのもと、魅力ある老人ク
ラブをめざし、会員の力を結集し、地域の期待に応えるよう、次の事項の実践を誓い、ここに宣言します。

一、一人ひとりのパワーを結集し、総力をあげた「会員増強運動」の推進
一、健康寿命をのばす「健康づくり・介護予防活動」の充実
一、友愛・奉仕活動を通した魅力ある老人クラブ活動の発信
一、高齢者の特殊詐欺、消費者被害や交通事故防止に向けた活動の実践
一、新型コロナウイルスの感染防止に配慮した老人クラブ活動の推進

第56回長崎県老人クラブ大会報告
メインテーマ「のばそう！健康寿命、担おう！地域づくりを」

大会宣言

特別講演

大会宣言
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私たちは、長崎県老人クラブ連合会の活動を応援しています

◇永年勤続功労者表彰《30名》
長崎市老連　　加納 　省司
　　〃　　　　吉岡 壮一郎
　　〃　　　　中村 　住代
佐世保市老連　前田 　四郎
　　〃　　　　赤木 　一政
　　〃　　　　金子 　英治
　　〃　　　　吉原 　佳子
　　〃　　　　山口 喜佐子
　　〃　　　　森 　　和子
　　〃　　　　苑田 　玲子
　　〃　　　　草場 小夜子
島原市老連　　森川 　能秀
　　〃　　　　吉田 　敏博
　　〃　　　　加藤 　勝彦
　　〃　　　　岩本 　三男
諫早市老連　　高橋 　慶信
　　〃　　　　土橋 　英子
大村市老連　　大和 　紀元
　　〃　　　　勢戸 　政子
松浦市老連　　米谷 　勤朗
　　〃　　　　大宅 　慶孝
　　〃　　　　加藤 　哲夫
壱岐市老連　　立川 　省司
　　〃　　　　山下 　正業
五島市老連　　古本 　七朗
西海市老連　　岩本 ゆかり
雲仙市老連　　原田 　　勉
　　〃　　　　冨永 　孝司
長与町老連　　井手 　則子
波佐見町老連　竹下 　成幸

◇優良老人クラブ表彰《4クラブ》
長崎市老連　光町長寿会
佐世保市老連　広田老人クラブ住吉会
大村市老連　水計寿会
佐々町老連　神田老人クラブ

◇会員増強運動表彰
＊会員数が増加した市町老連
松浦市老連

＊ 新設単位クラブ及び休会状態
等から復活した単位クラブ
 《12クラブ》
長崎市老連　金屋町自治会シニア会
佐世保市老連　四つ葉会
　　〃　　　さくら木会
平戸市老連　夕霧クラブ
松浦市老連　上志佐不老会
　　〃　　　高野不老会

【令和 3年 11月受賞】
◇老人クラブ育成功労表彰
佐世保市老連　坂本 　康幸
　　〃　　　金子 　健夫

◇優良老人クラブ表彰 
佐世保市老連　広田老人クラブ住吉会
佐々町老連　神田老人クラブ

◇永年勤続表彰
佐世保市老連　今井 　清美
南島原市老連　岩永 　徳久

【令和 3年 8月受賞】
◇活動賞
大村市老連　乾馬場長寿会
　　〃　　　老人クラブ桜田会
長与町老連　琴寿会
　　〃　　　下高田会

松浦市老連　淀姫不老会
　　〃　　　住吉不老会
　　〃　　　西白不老会
西海市老連　小郡夢クラブ
川棚町老連　新町老人クラブ
新上五島町老連　たちばな会

＊ 会員数が 10 人以上純増した
単位クラブ《4クラブ》
長崎市老連　橋口町福寿会
佐世保市老連　広田3丁目シニアクラブ
　　〃　　　山手町公民館健やか部
諫早市老連　長楽会

長崎県老人クラブ連合会会長表彰

全国老人クラブ連合会会長表彰

表彰式

晴れのご受賞おめでとうございます

令和 3年度各種表彰
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私たちは、長崎県老人クラブ連合会の活動を応援しています

角
膜
提
供
の
意
義
、
角
膜
提
供

ま
で
の
流
れ
、
提
供
の
意
思
の
あ

る
場
合
の
留
意
点
等
の
話
や
、
角

膜
移
植
で
生
き
る
力
を
い
た
だ
い

た
な
ど
提
供
を
受
け
た
方
の
感
謝

の
言
葉
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　「
全
国
１
０
０
万
人
会
員
増
強

運
動
に
取
組
ん
で
」（
大
阪
市
交

野
市
星
友
ク
ラ
ブ
連
合
会
倉
治

老
人
ク
ラ
ブ
さ
ん
ゆ
う
会
）
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
視
聴
後
、
小
野
委
員
長
の

司
会
進
行
の
も
と
、
会
員
増
強
に

つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
チ
ラ
シ
・

広
報
紙
な
ど
で
ア
ピ
ー
ル
し
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と

の
重
要
性
や
、
休
ま
ず
継
続
し
て

活
動
す
る
こ
と
、
自
治
会
の
協
力

の
必
要
性
な
ど
今
後
の
取
り
組
み

の
参
考
と
な
る
多
く
の
意
見
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
3
年
12
月
2
日
（
木
）、

ホ
テ
ル
セ
ン
ト
ヒ
ル
長
崎
（
長
崎

市
）
に
お
い
て
、
若
手
リ
ー
ダ
ー

32
名
（
う
ち
女
性
2
名
）
が
参
加

し
て
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

内
田
県
老
連
会
長
、
小
野
県
老

連
若
手
委
員
長
の
開
会
あ
い
さ
つ

の
後
、
講
話
、
事
務
局
説
明
、
全

体
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
人
生
最
大
に
し
て
最
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 

ア
イ
バ
ン
ク
献
眼
提
供
に
つ
い
て
」

　 

小
野
　
由
利
子 

若
手
委
員
長

【
講
　
話
】

老
人
ク
ラ
ブ
の
状
況
等

【
県
老
連
事
務
局
説
明
】

テ
ー
マ

「
会
員
増
強
運
動
等
に
つ
い
て
」

【
全
体
会
】
協
議

市町老連若手リーダー研修会 開催報告

熱心に傾聴する
参加者の皆さん
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私たちは、長崎県老人クラブ連合会の活動を応援しています

　
令
和
3
年
12
月
15
日
（
水
）
に

ホ
テ
ル
セ
ン
ト
ヒ
ル
長
崎
（
長
崎

市
）
に
お
い
て
、
女
性
リ
ー
ダ
ー

39
名
が
参
加
し
て
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
内
田
県
老
連
会
長
、
瀧
口
県
老

連
女
性
部
会
長
の
開
会
あ
い
さ
つ

の
後
、
講
話
、
事
務
局
説
明
、
全

体
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
夢
は
心
の
エ
ン
ジ
ン
」

日
本
の
お
手
玉
の
会 
長
崎
支
部 

理
事
長

長
崎
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会 

理
事

 
中
島
　
る
り
子

【
講
　
話
】

老
人
ク
ラ
ブ
の
状
況
等

【
県
老
連
事
務
局
説
明
】

テ
ー
マ

「
友
愛
活
動
を
通
し
た

  

　
　
会
員
増
強
に
つ
い
て
」

【
全
体
会
】
協
議

　
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
に

何
が
必
要
か
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
な
ど
の
お
話
の
な
か
で
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
に
は
、
健
康
・

楽
し
み
・
社
会
貢
献
が
必
要
で
、

好
き
な
こ
と
、
得
意
な
こ
と
を
活

か
す
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
ま
た

「
や
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
こ
と
を

好
き
に
な
る
こ
と
だ
」
と
い
う

言
葉
な
ど
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　「
全
国
１
０
０
万
人
会
員
増
強

運
動
に
取
組
ん
で
」（
大
阪
市
交

野
市
星
友
ク
ラ
ブ
連
合
会
倉
治
老

人
ク
ラ
ブ
さ
ん
ゆ
う
会
）
の
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
視
聴
後
、
西
海
市
老
連
の
友

愛
活
動
に
つ
い
て
の
中
村
女
性
部

長
の
事
例
発
表
の
の
ち
、
瀧
口
部

会
長
の
司
会
進
行
の
も
と
、
事
例

発
表
へ
の
質
疑
も
含
め
、
友
愛
活

動
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　
各
市
町
老
連
か
ら
今
後
の
取
り

組
み
の
参
考
と
な
る
活
発
な
意
見

の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

市
町
老
連
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会 

開
催
報
告《事例発表》

中村女性部長

講話
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私たちは、長崎県老人クラブ連合会の活動を応援しています

1 

は
じ
め
に

　
令
和
3
年
度
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大

会
に
お
い
て
、
わ
が
老
人
ク
ラ
ブ
住

吉
会
が
「
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
」
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。
会
員
一
同
、
大

変
喜
ん
で
、
11
月
の
住
吉
会
定
例
会

で
さ
っ
そ
く
「
祝
賀
輪
投
げ
大
会
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
交
流

の
あ
る
サ
ン
ホ
ー
ム
江
上
、
村
上
医

クラブ紹介

院
、
お
よ
び
早
岐
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
協
賛
を
受
け
て
、
参
加
者
45
名

全
員
が
豪
華
賞
品
を
も
ら
っ
て
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

コ
ロ
ナ
感
染
ゼ
ロ
が
続
い
て
い
る
11

月
末
、
川
棚
「
く
じ
ゃ
く
荘
」
に
一

泊
の
祝
賀
旅
行
を
し
て
、
温
泉
で
大

い
に
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
て
き
ま
し

た
。
長
崎
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か

ら
受
賞
の
通
知
を
受
け
た
と
き
、
受

賞
理
由
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

2 

の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

も
制
約
を
受
け
、
巣
ご
も
り
生
活
が

続
き
ま
し
た
。
中
村
体
育
部
長
の
提

案
で
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
に
着
目
し
、

フ
レ
イ
ル
予
防
に
鋭
意
取
り
組
む
こ

と
と
し
ま
し
た
。
6
月
定
例
会
に
お

い
て
、
食
生
活
改
善
推
進
員
の
会
員

3
名
に
よ
る
「
食
べ
て
元
気
・
フ
レ

イ
ル
予
防
」
の
学
習
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
7
月
定
例
会
で
は
出
前
講
座

と
し
て
、
三
川
内
病
院
理
学
療
法
士

に
よ
る
「
フ
レ
イ
ル
講
話
」
を
聞
き

ま
し
た
。
そ
の
他
、
い
き
い
き
百
歳

体
操
の
前
に
は
必
ず
脳
ト
レ
や
口
腔

ケ
ア
体
操
等
を
実
施
し
、
散
歩
会
に

お
い
て
も
夕
オ
ル
体
操
、
言
葉
遊
び

や
脳
ト
レ
問
題
な
ど
を
加
え
て
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
が
自

粛
の
時
は
「
ツ
ル
カ
メ
体
操
」
の
ポ

ス
タ
ー
を
配
布
し
各
自
自
宅
で
励
行
、

さ
ら
に
中
村
式
ク
イ
ズ
の
コ
ピ
ー
を

自
宅
に
毎
週
配
布
し
、
仲
間
同
士
で

回
答
し
、
不
明
な
点
は
出
題
者
の
中

村
さ
ん
に
確
認
す
る
等
、
脳
ト
レ
交

流
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

3 

担
お
う
！
地
域
づ
く
り

◎ 

6
月
、
近
く

の
広
田
小
学

校
に
会
長
の

東
京
の
友
人

か
ら
分
け
て

も
ら
っ
た「
宇

宙
ア
サ
ガ
オ

の
種
」
を
贈

り
、
例
年
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
有
志
と

昔
遊
び
で
交
流
し
て
い
た
3
年
生

に
、
宇
宙
ア
サ
ガ
オ
を
育
て
て
も
ら

い
、
宇
宙
へ
の
夢
を
広
げ
て
い
き
ま

し
た
。

◎ 
7
月
「
若
年
性
認
知
症
」
の
Ｈ
さ

ん
（
67
歳
）
の
支
援
協
力
に
つ
い

て
包
括
支
援
コ
ー
デ
イ
ネ
ー
タ
ー

か
ら
相
談
を
受
け
、
老
人
ク
ラ
ブ

に
入
会
し
Ｓ
Ｈ
Ｓ
で
支
援
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
毎
週
水
曜
日
1

時
間
程
度
Ｈ
さ
ん
の
散
歩
等
に
会

員
数
名
が
同
行
の
他
、
第
3
水
曜

日
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
を
開
き
、

優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰
受
賞

広
田
老
人
ク
ラ
ブ
住
吉
会

　会
長

　樋
口

　八
洲
太
郎
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私たちは、長崎県老人クラブ連合会の活動を応援しています

多
く
の
会
員
が
若
年
性
認
知
症
の

仲
間
と
ふ
れ
あ
い
理
解
を
深
め
て

支
援
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

◎ 

9
月
老
人
週
間
、
会
員
が
持
ち
寄
っ

た
古
タ
オ
ル
で
雑
巾
を
手
作
り
し

て
、
日
頃
使
用
し
て
い
る
広
田
自
治

会
館
と
広
田
小
学
校
に
寄
贈
し
ま

し
た
。
小
学
校
で
は
毎
日
下
校
前

に
消
毒
の
時
間
を
設
け
、
机
や
い

す
等
を
消
毒
し
て
い
る
の
で
、
雑

巾
を
い
た
だ
い
て
助
か
り
ま
す
と
、

校
長
先
生
か
ら
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。

４
お
わ
り
に

　
会
員
に
フ
レ
イ
ル
予
防
の
周
知
徹

底
を
図
る
た
め
、
豊
村
文
化
部
長
を

中
心
に
数
カ
月
に
一
回
、
住
吉
壁
新

聞
を
作
成
展
示
、
細
部
内
容
の
小
冊

子
を
作
成
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
が
評
価
さ
れ
て
、

今
回
の
表
彰
に
至
っ
た
も
の
と
考
え

　
全
国
的
に
高
齢
者
は

増
加
し
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
老
人
ク
ラ
ブ

の
会
員
減
少
が
進
み
会

員
増
は
、
難
し
く
喫
緊

の
課
題
で
す
。

　
当
老
連
も
「
会
員
増

強
運
動
」
に 

近
道
は
な
い
と
地
道
に
勧

誘
し
て
き
ま
し
た
が
、
思
う
よ
う
な
成

果
が
出
せ
ず
に
い
ま
す
。

　
平
成
18
年
度
に
旧
松
浦
市
老
連
と
鷹

島
町
老
連
が
合
併
し
、
1
年
後
に
福
島

町
老
連
と
の
合
併
を
勧
め
て
き
た
そ
の

中
で
、
老
連
の
活
動
に
賛
同
で
き
な
い

老
連
未
加
入
の
い
く
つ
か
の
団
体
が
あ

り
ま
す
。

　
10
年
程
前
か
ら
そ
れ
ら
の
未
加
入
団

体
に
対
し
て
、
総
会
や
役
員
会
な
ど
の

会
合
に
老
連
会
長
と
事
務
局
が
出
向
き
、

老
連
加
入
に
つ
い
て
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど

を
説
明
し
、
理
解
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
直
接
話
し
て
み
る
と
老
連
に
加
入
す

る
と
、
難
し
い
研
修
会
な
ど
へ
の
参
加

や
、
役
員
を
受
け
る
苦
労
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
課
題
が

あ
る
事
が
分

か
り
、
丁
寧

に
そ
の
課
題

を
解
き
な
が

ら
親
睦
を
深

め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
ど
の
老
人

ク
ラ
ブ
も
高

齢
化
が
進
み
、

リ
ー
ダ
ー
不
足
の
中
、
補
助
金
申
請
や

運
営
・
活
動
の
支
援
、
名
簿
の
作
成
等

リ
ー
ダ
ー
が
重
荷
に
思
う
こ
と
に
協
力

を
惜
し
ま
ず
支
援
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
う
す
る
こ
と
で
、
だ
ん
だ
ん
と
理

解
も
進
み
親
近
感
が
わ
き
、
令
和
元
年

度
に
1
ク
ラ
ブ
が
加
入
、
令
和
3
年
度

に
5
ク
ラ
ブ
が
加
入
し
て
い
た
だ
き
、

現
在
39
ク
ラ
ブ
で
会
員
数
１
５
０
０
人

余
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
相
互
に
支
え
合
い
、
豊
か
な

人
生
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
仲
間
を
増
や

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
し
た
。

　
今
後
と
も
会
員
が

喜
ん
で
参
加
で
き
る

フ
レ
イ
ル
予
防
の
活

動
を
継
続
し
て
、
健

康
寿
命
の
延
伸
を
図

り
、
さ
ら
に
、
地
域

づ
く
り
を
担
っ
て
い
く
覚
悟
を
強
く

し
ま
し
た
。
受
賞
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

会
員
増
強
運
動
表
彰
受
賞

松
浦
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

 

会
長

　永
淵

　勝
幸
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長
崎
市
老
連
女
性
部
の

皆
さ
ん
が
、
心
を
込
め
て

作
り
上
げ
た
作
品
の
数
々

で
す
。
名
付
け
て
「
楽
し

い
集
い
」。
こ
の
コ
ロ
ナ

禍
の
中
、
自
宅
で
、
ま
た

感
染
防
止
対
策
に
努
め
な

が
ら
趣
味
の
仲
間
と
…
。

　
制
作
の
場
は
そ
れ
ぞ
れ

違
い
ま
す
が
、
出
来
上
が

っ
た
作
品
を
見
な
が
ら
、

良
い
時
間
を
過
ご
せ
た
喜

び
に
笑
顔
が
出
て
き
ま

す
。
こ
の
笑
顔
こ
そ
が
、

【
楽
し
い
集
い
展
】

 

長
崎
市
老
連
女
性
部

　「
楽
友
会
」（
会
員

１
５
８
名
）
は
、
コ
ー
ラ

ス
部
、
す
こ
や
か
体
操
部
、

囲
碁
将
棋
部
、
カ
ラ
オ
ケ

部
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
部
の
日
々
の
活
動
と
、

サ
ロ
ン
「
さ
ん
さ
ん
ク
ラ

ブ
」
や
「
絵
手
紙
の
会
」

と
連
携
し
て
奉
仕
等
の
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
隔
年
開
催
の
「
趣
味
の

作
品
展
」
は
、同
時
に
「
包

丁
研
ぎ
」
や
「
農
作
物
の

廉
価
販
売
」
も
行
い
ま
す

【
趣
味
の
作
品
展
】　

 

楽
友
会（
長
崎
市
老
連
）

3 市町老連の展示作品紹介《地域文化伝承事業》
　「令和 3年度長崎県高齢者いきいきフォーラム県民大会」において、長崎ブリックホー
ル 3階ラウンジの展示ブースで、長崎市、西海市、長与町の 3市町老連が、日頃の老人
クラブ活動で、会員が取り組んでいる
手工芸、絵画、竹細工、陶芸などの展
示を行い、地域文化伝承事業を発表す
ることとしていました。
しかしながら、本大会が新型コロナ
ウイルス感染症の感染拡大により、中
止となりましたので、発表予定であり
ました展示内容を紹介します。

市町老連名 団体名 展示名

長崎市
市老連女性部 楽しい集い展
楽友会 趣味の作品展

西海市
市老連女性部 手芸作品
市老連

（大瀬戸ふれあい工芸館竹細工教室）
竹細工作品

長与町
観寿会 手　芸
百合乃会 絵画（南画）

《出展一覧》

達
成
感
で
あ
り
、
幸
せ
な

ひ
と
時
な
の
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た
ら

…
と
外
出
の
出
番
を
待
っ

て
い
る
洋
服
。
一
針
一
針

丁
寧
に
、
優
し
く
色
合
わ

せ
し
て
作
ら
れ
た
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
。
見
る
人
の
心
を

和
ま
せ
て
く
れ
る
作
品
の

数
々
で
す
。

　
心
の
こ
も
っ
た
、
手
工

芸
。
女
性
の
感
性
を
存
分

に
発
揮
し
た
、
楽
し
い
集

い
で
す
。

の
で
、
楽
友
会
会
員
同
士

は
勿
論
、
地
域
住
民
と
の

親
睦
や
相
互
啓
発
に
大
い

に
効
果
を
上
げ
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
昨
年
開
催

し
た
作
品
展
の
一
部
を
展

示
し
て
、「
会
員
の
元
気
」

と
「
地
域
の
絆
づ
く
り
」

に
貢
献
し
て
い
る
様
子
を

紹
介
し
ま
す
。
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私たちは、長崎県老人クラブ連合会の活動を応援しています

【
陶
器
】

　
西
海
町
内
に
陶
芸
の
先

生
が
お
ら
れ
た
の
で
、
陶

芸
体
験
研
修
を
密
に
な
ら

な
い
よ
う
に
２
グ
ル
ー
プ

に
分
け
て
挑
戦
し
ま
し

た
。
こ
ね
た
粘
土
を
棒
状

に
の
ば
し
、
陶
器
の
形
に

積
み
重
ね
指
先
で
き
れ
い

に
な
る
よ
う
調
整
し
な
が

ら
作
成
し
ま
し
た
。

【
タ
オ
ル
帽
子
】

　
手
ぬ
ぐ
い
や
風
呂
敷
等

を
利
用
し
、
ミ
シ
ン
や
手

縫
い
を
用
い
て
愛
情
込
め

て
手
軽
で
か
ぶ
り
や
す
く

仕
立
て
ま
し
た
。

【
手
芸
作
品
】

 

西
海
市
老
連
女
性
部

　
１
９
９
４
年
旧
大
瀬
戸

町
が
地
域
住
民
の
生
き
が

い
づ
く
り
の
た
め
に
同
工

芸
館
を
整
備
し
、
竹
細
工

の
技
術
を
持
つ
、
故
戸
川

鶴
松
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、
主
婦
や
高
齢
者
、
定

年
退
職
者
の
趣
味
の
場
と

し
て
始
ま
り
、
15
年
間
で

50
人
以
上
の
生
徒
を
輩
出

【
竹
細
工
作
品
】

 

西
海
市
老
連
（
大
瀬
戸
ふ
れ
あ
い
工
芸
館
竹
細
工
教
室
）

【
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
リ
ー
ス
】

　
使
用
し
て
い
る
ド
ラ
イ

フ
ラ
ワ
ー
は
生
花
か
ら

手
作
り
し
ま
し
た
。
バ

ラ
、
ス
タ
ー
チ
ス
等
花
の

種
類
、
乾
燥
具
合
が
決
め

手
で
す
。
出
来
上
が
り
は

個
々
の
個
性
に
よ
っ
て
違

い
ま
す
。

し
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
生
徒
間
で
代

表
者
を
決
め
、
お
互
い
に

修
得
し
た
技
術
を
磨
き
な

が
ら
、
伝
え
な
が
ら
、
毎

週
火
曜
日
に
12
名
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
日
頃
の
活
動

で
作
成
し
た
か
ご
や
手

提
げ
、
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド

を
展
示
し
て
い
ま
す
。
過

去
に
は
長
崎
く
ん
ち
の
出

し
物
、
樺
島
町
の
太
鼓

山
（
コ
ッ
コ
デ
シ
ョ
）
の

布
団
部
分
の
基
礎
（
竹
細

工
作
品
）
を
２
０
１
０

年
と
２
０
１
７
年
に
、

２
０
１
７
年
に
は
引
き
か

ご
も
制
作
し
ま
し
た
。
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公
民
館
講
座
を
き
っ
か

け
と
し
て
、
同
好
会
で
月

2
〜
3
回
作
品
を
持
ち
寄

っ
て
、
お
互
い
意
見
交
換
、

年
に
2
、
3
作
品
を
描
く

ペ
ー
ス
で
す
。

　
毎
年
、
同
好
会
の
皆
で

公
民
館
祭
り
に
お
い
て
、

作
品
を
展
示
し
、
皆
さ
ん

に
見
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

【
絵
画
（
南
画
）】

 

百
合
乃
会（
長
与
町
老
連
）

　
手
作
り
す
る
こ
と
が
好

き
で
、
色
々
な
物
作
り
に

挑
戦
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

今
は
昔
の
野
良
着
や
か
す

り
の
着
物
に
、
愛
着
が
あ

り
、
使
い
込
ま
れ
た
古
布

で
縫
う
洋
服
は
、
着
心
地
、

風
合
い
と
も
に
良
く
、
外

出
も
ま
ま
な
ら
な
い
今
、

一
針
一
針
出
来
上
が
り
を

楽
し
み
に
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

【
手
　
芸
】

 

観
寿
会（
長
与
町
老
連
）

　
か
ず
ら
の
か
ご
は
、
町
の

講
座
で
学
ん
だ
の
が
最
初

で
一
本
の
か
ず
ら
の
ひ
も

か
ら
、
果
物
か
ご
や
鉢
カ

バ
ー
な
ど
、
色
々
な
物
を

編
ん
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
会
員
は
10
〜
15
名
、
多

い
と
き
は
20
名
近
く
の
と

き
も
あ
り
ま
し
た
。
公
民

館
の
講
座
と
自
主
講
座
を

繰
り
返
し
な
が
ら
続
け
て

い
る
現
状
で
す
。
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14

（
株
）
ニ
チ
コ
ミ

制
作
・
印
刷

（
公
財
）長
崎
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

 

会
長

　内
田

　政
信

長
崎
市
茂
里
町
３
ー
24

 

☎
０
９
５
ー
８
４
６
ー
５
０
０
０ 

発
　
行

　
　
　
　
　 

第
55
号

 

令
和
4
年
1
月
発
行

県老連では、ホームページを開設しています。ご覧になりたい方は下記のアドレスにアクセスしてください。

http://nagasakikenroren.sakura.ne.jp/

昨
年
も
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
、

活
動
も
多
く
の
制
約
を
受
け
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
て
も
、

新
し
い
生
活
様
式
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
少
し
ず
つ
活
動
を
再
開
し
、
健

康
・
友
愛
・
奉
仕
の
三
大
活
動
を
地

道
に
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
多
く

の
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
し
た
。

本
年
は
、
皆
様
と
と
も
に
さ
ら
に

充
実
し
た
事
業
・
研
修
会
等
に
な
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

No 市町老連名
清掃・美化活動 環境にやさしい活動 計

クラブ数 会員数 クラブ数 会員数 クラブ数計 会員数計
1 長　　崎 240 2,111 99 1,132 339 3,243 
2 佐　世　保 152 1,477 35 644 187 2,121 
3 島　　原 ― ― ― ― ― ―
4 諫　　早 233 2,527 73 860 306 3,387 
5 大　　村 50 727 20 208 70 935 
6 平　　戸 29 478 1 14 30 492 
7 松　　浦 33 654 ― ― 33 654 
8 対　　馬 ― ― ― ― ― ―
9 壱　　岐 48 936 32 519 80 1,455 
10 五　　島 30 581 4 82 34 663 
11 西　　海 31 978 4 132 35 1,110 
12 雲　　仙 53 890 10 87 63 977 
13 南　島　原 73 1,105 11 220 84 1,325 
14 長　　与 11 196 4 58 15 254 
15 時　　津 16 235 ― ― 16 235 
16 東　彼　杵 9 228 ― ― 9 228 
17 川　　棚 27 537 1 10 28 547 
18 波　佐　見 10 272 ― ― 10 272 
19 小　値　賀 4 44 2 28 6 72 
20 佐　　々 2 25 ― ― 2 25 
21 新上五島 11 160 5 105 16 265 

計 1,062 14,161 301 4,099 1,363 18,260 

注）クラブ数、会員数は延べ数
＊島原市、対馬市は、新型コロナの影響により実施していない。

　会員の皆様には、老人クラブ「老人の日・老人週間」における活動にご協力頂きありがとう
ございました。各取り組みのうち「社会奉仕の日」の活動について下記のとおり集計しました。

令和3年度「社会奉仕の日」（9月20日）活動報告



「光と風の輪」は、地域のスポンサー各位のご協力により発行されております。
15

私たちは、長崎県老人クラブ連合会の活動を応援しています

　このたびは「光と風の輪」の発行にあたりまして広告の掲載をいただき誠にありがとうございました。
本紙は、会員が豊かで幸せな生活を送れるように願って発行いたしております。
　これからも末長きご厚誼、ご支援を賜りますようお願い申しあげます。
 公益財団法人 長崎県老人クラブ連合会

◆スポンサーへのお礼

間違いさがしの答え

間違い10カ所あり

間違い5カ所あり

（間違いさがし )
脳トレひろば

　クイズやゲームで、楽しく
頭の体操を行いリフレッシュ
しましょう。

　右と左のイラストをよく
見ると複数の違いがありま
す。よく見比べて探してみ
ましょう。
 （答えはページ下）

皆さんも
レッツトライ！


